
Ⅰ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

合
同
会
社
和
の
会
は
、
社
員
の
平
均
年
齢
63・６
歳
、

最
高
年
齢
者
が
81
歳
と
高
齢
化
が
顕
著
な
介
護
事
業
者

で
あ
る
。
同
社
の
施
設
は
60
歳
か
ら
入
居
が
可
能
な
た

め
、
介
護
者
側
の
ほ
う
が
年
長
者
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
て
い
る
。
介
護
業
界
特
有
の
人
手
不
足
に
直
面

す
る
も
、
高
齢
社
員
が
有
す
る
豊
富
な
経
験
と
専
門
性

に
注
目
し
、
そ
の
能
力
を
活
か
す
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
注
力
し
て
き
た
。
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
に

定
年
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
、
継
続
雇
用
の
年
齢
上
限
を

70
歳
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、「
高
年
齢
者
勤
務
時

間
の
弾
力
化
に
関
す
る
規
程
」
を
導
入
す
る
な
ど
、
柔

軟
な
働
き
方
を
実
現
し
て
い
る
。

小
規
模
事
業
所
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な
対
応
に
よ

り
、
高
齢
社
員
の
多
様
な
働
き
方
を
支
援
し
、
地
域
密

着
型
で
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
社
員
の
平
均
年
齢
が
60
歳
超
に
も
か
か
わ
ら

ず
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
踏
み
切
り
、
業
務
効
率
化
を
進
め
つ

つ
、
高
齢
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
支
援
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

1�

定
年
65
歳
、
継
続
雇
用
70
歳
へ
の
引
上
げ
と
弾
力
的

な
勤
務
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
高
齢
社
員
が
安
心
し

て
長
く
働
け
る
環
境
を
整
備
し
た
。

2�

小
規
模
事
業
所
の
強
み
を
活
か
し
た
個
別
対
応
に
よ

り
、
一
人
ひ
と
り
の
体
調
や
希
望
に
応
じ
た
柔
軟
な

働
き
方
を
可
能
に
し
た
。

3�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化
と
高
齢
社
員
へ
の

て
い
ね
い
な
研
修
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
に
適
応
し

た
生
産
性
向
上
を
図
っ
た
。

4�

地
域
福
祉
サ
ロ
ン
の
運
営
を
通
じ
て
、
孤
立
し
が
ち

な
独
居
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
地
域
貢
献
を
促
進
。

専
門
職
の
知
見
を
有
す
る
高
齢
社
員
の
サ
ポ
ー
ト
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

合
同
会
社 

和な
ご
み

の
会か

い

（
山
口
県
宇う

部べ

市
）

社
員
が
希
望
す
る
柔
軟
な
働
き
方
を
制
度
化
し

高
齢
社
員
が
中
核
と
な
っ
た
次
世
代
介
護
を
実
現

合同会社 和の会
（山口県宇部市）

 創業　2012（平成24）年
 業種　社会保険・社会福祉・介護事業
 社員数　	� 37 人 

（2025〈令和７〉年 8 月 1 日現在）
  60歳以上　	25人
  （ 内　 訳 ）	 60～64歳	 4人	（10.8％）

	 65～69歳	 7人	（18.9％）
	 70歳以上	 14人	（37.8％）

 定年・継続雇用制度
定年65歳。希望者全員を70歳まで継続雇用。さらに一定
条件のもと、年齢上限なく継続雇用。最高年齢者は訪問介
護を担当するヘルパー職の81歳

高年齢者活躍企業コンテスト
令和7年度

独立行政法人高齢・障害・
求職者雇用支援機構理事長表彰

優秀賞
企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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特集

Ⅱ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

合
同
会
社
和
の
会
は
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に

山
口
県
宇
部
市
で
創
業
し
た
。
創
業
者
の
久く

保ぼ

田た

ト
ミ

子
代
表
社
員
は
、
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
の
介
護
福

祉
法
制
定
時
か
ら
介
護
福
祉
士
養
成
に
従
事
し
、
長
年

に
わ
た
っ
て
大
学
で
教
鞭
を
と
り
地
域
福
祉
や
福
祉
心

理
学
の
教
育
に
力
を
注
い
で
き
た
。
定
年
退
職
後
は
、

教
育
現
場
で
つ
ち
か
っ
た
知
識
と
経
験
を
実
践
の
場
で

活
か
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
同
社
を
設
立
し
た
。

創
業
当
初
か
ら
居
宅
介
護
支
援
事
業
、
地
域
密
着
型

通
所
介
護
事
業
、
訪
問
介
護
事
業
を
展
開
し
、
２
０
１

３
年
に
は
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
事
業
も
開

始
し
た
。
事
業
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
２
０
１
３
年

か
ら
２
０
２
４
年
に
か
け
て
山
口
県
内
外
４
カ
所
で
太

陽
光
発
電
に
よ
る
売
電
事
業
も
手
が
け
て
い
る
。

特
に
研
修
事
業
に
力
を
入
れ
て
お
り
、介
護
福
祉
士
実

務
者
研
修
や
実
務
者
研
修
教
員
講
習
会
を
実
施
し
、
介

護
人
材
の
育
成
に
貢
献
し
て
い
る
。
小
規
模
な
が
ら
寺
子

屋
式
の
研
修
に
よ
り
、受
講
生
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
や
職
場
の
悩
み
相
談
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

２
０
２
３
年
か
ら
は
「
ご
近
所
福
祉
サ
ロ
ン
『
愛
の

家
な
ご
み
』」
を
開
設
し
、
地
域
住
民
と
の
交
流
促
進

や
介
護
相
談
会
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開

催
す
る
な
ど
、
地
域
貢
献
活
動
も
積
極
的
に
展
開
し
て

い
る
。

Ⅲ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

創
業
か
ら
13
年
を
経
て
、
社
員
の
高
齢
化
が
顕
著
に

進
行
し
て
い
る
。
社
員
数
37
人
の
う
ち
60
歳
以
上
が
25

人
（
67
・
６
％
）
で
、
70
歳
以
上
も
14
人
と
全
体
の

37
・
８
％
に
達
し
て
い
る
。
最
高
年
齢
者
は
81
歳
で
、

平
均
年
齢
は
63
・
６
歳
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
業
界
は
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
お

り
、
同
社
で
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
を
出
し
て
も
紹

介
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
雇
用
確
保
が
困
難
な
状

況
が
続
い
て
い
た
。
配
置
基
準
や
資
格
要
件
が
厳
格
に

定
め
ら
れ
て
い
る
介
護
事
業
所
に
と
っ
て
、
働
く
人
が

い
な
け
れ
ば
事
業
の
存
続
が
で
き
な
い
と
い
う
重
大
な

課
題
に
直
面
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
現
在
勤
務
し
て
い
る
高
齢

社
員
が
経
験
や
技
能
を
活
か
し
、
生
き
が
い
を
持
っ
て

長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
着
目
し
た
。
そ

こ
で
、
就
業
規
則
の
見
直
し
と
改
定
を
行
い
、
柔
軟
で

多
様
な
働
き
方
を
可
能
に
す
る
制
度
整
備
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
っ
た
。

制
度
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
顧
問
社
会
保
険
労
務
士

と
密
に
連
携
し
、
全
社
員
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施

し
た
。
定
年
・
継
続
雇
用
延
長
の
変
更
点
を
含
む
就
業

規
則
の
理
解
促
進
、
働
く
こ
と
の
責
務
や
意
義
、
会
社

の
理
念
・
方
針
な
ど
を
て
い
ね
い
に
説
明
し
、
社
員
の

理
解
と
納
得
感
の
醸
成
に
努
め
た
。

Ⅳ
改
善
の
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

①
定
年
年
齢
の
引
上
げ
と
継
続
雇
用
制
度
の
改
定

２
０
２
４
年
に
定
年
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
、
継
続
雇

用
制
度
の
年
齢
上
限
を
65
歳
か
ら
70
歳
に
引
き
上
げ

た
。
全
社
員
に
労
働
条
件
通
知
書
の
変
更
と
個
別
説
明

を
実
施
し
、
希
望
が
あ
れ
ば
70
歳
ま
で
働
け
る
体
制
を

整
備
し
た
。

こ
れ
ま
で
制
度
は
あ
っ
て
も
賃
金
な
ど
の
明
確
な
基

準
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
見
直
し
に
よ

り
、
経
験
や
技
能
を
活
か
し
て
長
く
勤
務
で
き
る
制
度

や
環
境
が
明
文
化
さ
れ
た
。
社
員
に
と
っ
て
は
定
年
後

も
賃
金
等
の
処
遇
が
下
が
る
こ
と
な
く
働
け
る
た
め
、

生
活
基
盤
の
安
定
が
図
ら
れ
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
生

活
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
賃
金
制
度
・
人
事
評
価
制
度
の
改
善

従
来
は
明
確
な
基
準
が
な
く
、
定
年
後
の
賃
金
は
昇

給
し
な
か
っ
た
り
、
現
役
世
代
と
異
な
る
昇
給
率
を
適
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用
さ
れ
た
り
し
て
い
た
。
今
後
は
定
年
前
の
賃
金
を
維

持
し
、
役
職
、
資
格
、
特
別
処
遇
手
当
等
に
つ
い
て
も
、

本
人
の
意
欲
や
能
力
に
応
じ
て
継
続
支
給
す
る
こ
と
と

し
た
。

昇
給
や
賞
与
は
、
会
社
の
経
営
状
況
に
も
よ
る
が
、

定
年
後
も
定
年
前
の
社
員
と
ほ
ぼ
同
率
で
支
給
を
行
っ

て
い
る
。
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で

あ
り
、
資
格
取
得
や
職
務
内
容
に
応
じ
た
手
当
を
賃
金

体
系
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

③
多
様
な
勤
務
形
態
に
よ
る
柔
軟
な
働
き
方

「
高
年
齢
者
勤
務
時
間
の
弾
力
化
に
関
す
る
規
程
」

を
新
設
し
、
短
時
間
勤
務
、
短
日
数
勤
務
、
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
の
確
保
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
在
宅
勤
務
な
ど

の
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
高
齢

社
員
の
心
理
的
・
身
体
的
負
担
を
軽
減
し
、
働
き
や
す

い
職
場
環
境
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、「
定
年
後
再
雇
用
規
程
」
を
設
け
、
65
歳
を

超
え
て
雇
用
し
た
社
員
に
も
適
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
各
人
の
心
身
の
衰
え
や
長
時
間
勤
務
に
よ
る
疾
病

リ
ス
ク
な
ど
に
配
慮
し
、
本
人
の
能
力
に
合
っ
た
働
き

方
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

①
資
格
取
得
支
援

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
や
実
務
者
研
修
教
員
講
習

会
の
研
修
事
業
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
法
人
内
で
資
格

取
得
の
支
援
が
可
能
で
あ
る
。
外
部
研
修
で
勤
務
調
整

や
休
暇
を
取
得
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
利
点
も
あ

る
。
受
講
者
に
は
受
講
料
の
一
部
補
助
や
資
格
取
得
に

つ
い
て
の
補
助
金
申
請
手
続
き
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

高
齢
社
員
に
対
し
て
も
資
格
取
得
に
よ
り
資
格
手
当

を
付
与
し
て
い
る
た
め
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
専

門
職
と
し
て
の
技
術
や
意
識
の
向
上
な
ど
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
効
果
が
期
待
で
き
る
。
法
人
に
と
っ
て
も
処

遇
改
善
加
算
の
上
位
算
定
が
可
能
と
な
り
、
売
上
げ
向

上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
リ
ス
キ
リ
ン
グ

生
産
性
向
上
の
た
め
、
介
護
ソ
フ
ト
と
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
導
入
し
、
法
人
内
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
担
当
者
」

を
配
置
し
て
社
員
へ
の
説
明
、
導
入
研
修
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
を
綿
密
に
行
っ
た
。
外
部
講
師
に
よ
る
指
導
機

会
も
設
け
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
に
触
っ
た
こ
と
も
な
く
最

初
は
不
安
に
感
じ
て
い
た
高
齢
社
員
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
面
か
ら
の
学
習
機
会
を
通
じ
て
意
欲
が
向
上
し
、
現

在
で
は
全
員
が
上
手
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
状
況
説
明
の
た
め
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
撮
影
し
た
画
像
を
用
い
る
方
法
は
、
現
場
か
ら

発
生
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
業
務
改
善
や
効
率
化

を
目
標
と
し
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
伝
達
の
正
確

性
や
効
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

③
職
場
内
研
修
の
実
施

介
護
事
業
に
必
要
な
法
定
研
修
を
は
じ
め
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
研
修
を
企
画
し
、
年
間
計
画
を
立
て
て
実
施

し
て
い
る
。
専
門
分
野
に
つ
い
て
は
経
験
豊
富
な
高
齢

社
員
が
講
師
を
務
め
て
い
る
。
高
齢
社
員
が
豊
富
な
経

験
と
高
い
専
門
性
を
発
揮
で
き
る
役
割
を
持
つ
こ
と

で
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
、
知
識
や

技
術
の
伝
承
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
や
作
業
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
身
体
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
取
組
み

転
倒
に
よ
る
労
災
事
故
が
発
生
し
た
た
め
、
高
齢
社

員
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
結
果
、
腰
痛
や
筋
力

低
下
、
視
力
・
聴
力
低
下
に
よ
り
健
康
不
安
を
感
じ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
ケ
ア
の
導
入
に
向
け
た
取
組
み
を
開
始
し
た
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
検
討
、
理
学
療
法
士
に
よ
る

福
祉
用
具
（
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
な
ど
）
活
用
指

導
の
受
講
、
入
浴
が
困
難
に
な
っ
た
利
用
者
向
け
に
ボ

デ
ィ
ハ
グ
シ
ャ
ワ
ー
を
導
入
し
た
。「
抱
え
る
」、「
持

ち
上
げ
る
」
と
い
っ
た
介
護
者
に
負
担
が
か
か
る
動
作

は
腰
痛
発
症
の
要
因
と
な
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
労
災

事
故
防
止
に
向
け
た
「
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化

介
護
ソ
フ
ト
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
お
よ
び
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
に
よ
り
、
記
録
な
ど
の
事
務
作
業
時

間
短
縮
と
腰
痛
・
疲
労
感
の
軽
減
を
図
っ
た
。
音
声
入

力
機
能
に
よ
り
文
字
入
力
が
苦
手
な
高
齢
社
員
の
負
担

も
軽
減
で
き
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に
よ
り
在
宅

勤
務
や
直
行
直
帰
が
可
能
と
な
り
、
短
時
間
勤
務
の

実
現
に
も
つ
な
が
っ
た
。

③
健
康
管
理
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

高
齢
社
員
に「
労
働
者
の
疲
労
蓄
積
度
自
己
診
断

合同会社 和の会
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チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
実
施
し
、
課
題
把
握
と
改
善
策

を
講
じ
た
。
健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
自
社
の

現
状
を
把
握
、
具
体
的
な
目
標
を
設
定
し
て
、
そ
の
達

成
の
た
め
の
対
策
と
実
行
に
つ
い
て
学
び
、
健
康
経
営

に
関
す
る
取
組
み
を
強
化
し
た
。
ま
た
、
社
員
の
健
康

に
対
す
る
意
識
調
査
と
具
体
的
施
策
の
実
施
を
行
っ
た
。

健
康
診
断
受
診
率
向
上
の
た
め
の
啓
発
を
行
い
、
未

受
診
社
員
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
受
診
促
進
を
実
施

し
た
結
果
、
全
員
が
受
診
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

④
介
護
休
暇
の
取
得
促
進

要
介
護
状
態
の
家
族
の
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
高
齢

社
員
に
対
し
、
シ
フ
ト
調
整
に
よ
り
休
暇
を
取
得
し
や

す
い
体
制
確
保
を
行
っ
た
。
ま
た
、
仕
事
と
介
護
の
両

立
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
助
言
を
し
て
い
る
。

（
４
）
そ
の
他
の
取
組
み

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
社
員
も
参
加

し
毎
週
２
回
「
ご
近
所
福
祉
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て
い

る
。
地
域
住
民
主
体
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
や
書
道
な
ど
を

行
う
回
と
、ゲ
ス
ト
を
招
い
て
音
楽
や
ヨ
ガ
、認
知
症
の

勉
強
会
の
回
を
そ
れ
ぞ
れ
週
１
回
ず
つ
実
施
し
て
い
る
。

参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
や
独
居
高
齢
者
も
多
く
、
専
門
職
と
し
て
の

知
見
を
有
す
る
高
齢
社
員
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
関
係

機
関
へ
の
橋
渡
し
や
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、
地
域
住
民
に
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
る
。

（
５
）
高
齢
社
員
の
声　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
山や

ま

下し
た

義よ
し

晴は
る

さ
ん
（
76
歳
）
は
、

市
役
所
で
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
を
37
年
間

担
当
し
、
65
歳
で
入
社
。
な
ご
み
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
主
任
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
、
外
部
か
ら
の
相

談
に
乗
っ
て
い
る
。「
多
様
な
ケ
ー
ス
や
人
生
に
ふ　

れ
る
こ
と
が
お
も
し
ろ
く
、
自
分
自
身
の
学
び
や
今
後

ど
う
生
き
る
か
を
考
え
る
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護

保
険
の
範
囲
に
と
ら
わ
れ
ず
、
利
用
者
の
要
望
に
柔
軟

に
対
応
す
る
よ
う
心
が
け
、
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
毎
朝
４
時
半
に
起
き
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行

い
、
健
康
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
能
力
が
衰
え
て
心

配
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
別

の
形
で
和
の
会
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

ヘ
ル
パ
ー
の
渡わ

た

邉な
べ

直な
お

子こ

さ
ん（
74
歳
）
は
、
専
業
主

婦
を
経
て
介
護
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
か
か
わ

り
始
め
、
同
社
の
立
上
げ
と
同
時
に
入
社
。
和
の
会
で

働
き
な
が
ら
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
取
得
し
た
。「
出
会
い
が

多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
関
係
構
築
が
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
要
望
に
応

え
る
た
め
、
制
度
外
の
こ
と
で
も
可
能
な
範
囲
で
手
伝

い
、
家
族
の
よ
う
に
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
仕
事

そ
の
も
の
が
健
康
維
持
や
社
会
参
加
の
意
義
と
感
じ
て

お
り
、
１
日
１
万
歩
か
ら
１
万
５
０
０
０
歩
歩
い
て
い

ま
す
。
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
生
き
が
い
で
、
２
、
３

年
前
は
75
歳
を
目
途
に
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
介
護

需
要
は
高
く
生
涯
現
役
を
目
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
６
）
今
後
の
課
題

今
後
、
社
員
の
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
む
な
か
、
実
態

に
合
わ
せ
た
定
年
や
継
続
雇
用
の
引
上
げ
検
討
を
行
っ

て
い
く
。
高
齢
化
に
と
も
な
う
意
欲
や
身
体
レ
ベ
ル
の

低
下
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
柔
軟
な
働
き

方
が
で
き
る
よ
う
規
程
の
見
直
し
や
処
遇
の
改
善
に
努

め
て
い
く
。
和
の
会
は
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
に
な

い
手
と
し
て
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
同
時
に
多
様
な
人
材
を
活
か
し
た
高
齢
者
雇
用

を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
福
祉
サ
ロ
ン
を
拠
点
に
高

齢
社
員
が
中
心
と
な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
や
介
護

相
談
会
を
実
施
し
、
地
域
の
高
齢
者
の
交
流
促
進
を
通

じ
て
孤
独
感
解
消
や
介
護
予
防
を
図
り
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
貢
献
し
て
い
く
。
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令和 7 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

ヘルパーの渡邉直子さん（74歳）

ケアマネジャーの山下義晴さん（76歳）


